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動
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
排
卵
か
ら
月
経
ま
で
の
間

に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ

ン
と
い
う
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
多
く
分

泌
さ
れ
、
月
経
前
に
こ
れ
ら
が
急
激

は
身
体
的
症
状
で
、
月
経
開
始
と
と

も
に
減
弱
ま
た
は
消
え
る
も
の
を
い

い
ま
す
。
さ
ら
に
抑
う
つ
・
い
ら
い

ら
な
ど
の
綿
症
状
が
主
体
で
、
強

い
場
合
に
は
月
経
則
不
隻
磊
害

(
P
M
D
D
)
と
呼
ぱ
れ
、
導
疾

患
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
因
は
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変

fミ

更
年
期
障
害
の
疑
い
、
婦
人
科
へ

諭
は
こ
の
よ
う
な
症
状
が
月
経

前
に
毎
月
現
れ
、
月
経
開
始
後
に
は

和
ら
ぐ
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

方
で
、
卯
代
傑
は
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
が
含
淫
減
少
。
P
M

S
の
症
状
は
徐
々
に
落
ち
着
ミ
属

経
を
迎
え
る
騎
歳
前
後
に
は
な
く
な

り
ま
す
。

こ
の
え
は
更
年
期
に
入
り
、
自

も
の
原
因
が
影
響
し
合
っ
て
P
M
S

は
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

症
状
は
乳
房
の
張
り
や
痛
み
、

頭
痛
腹
痛
腰
痛
、
む
く
み
ー
な
ど
の

身
体
的
症
状
か
、
情
緒
不
安
定

抑
う
つ
、
不
安
、
睡
眠
障
晝
食

欲
不
振
・
過
食
め
ま
い
ー
な
ど
の

精
神
神
経
症
状
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

は
更
年
期
症
状
が
疑
わ
れ
ま
す
。
加

齢
に
伴
う
首
の
骨
の
変
形
な
ど
で
も

凝
り
が
出
現
す
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
整
形
外
科
や
婦
人
科
で
ご
誤

く
だ
さ
い
。

金
届
屋
科
婦
人
羣
会
岩

本
真
理
子
・
神
戸
一
田
区
パ
ル

モ
ア
病
院
産
婦
人
科
)

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載
し

ま
す
。

鴇
経
の
乱
れ
に
ょ
る
め
ま
い
や
惣

一
艮
不
眠
な
ど
、
更
年
期
障
害
の

症
状
が
出
始
め
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
更
鰯
障
害
は
P
M
S
の
よ
う

な
周
期
性
は
な
く
、
断
続
的
に
症
状

が
出
て
時
期
が
く
れ
ぱ
終
わ
り
ま

す
。

ご
相
談
者
の
場
合
は
更
年
期
に

入
っ
て
お
り
、
 
P
M
S
と
い
う
よ
り

神戸新聞社 令和5年る月》ξ日(目)

30代から生理の約2週間前、首の付け根が
凝り、吐き気も伴うようになりました。生理の
影響と思い市販の鎮痛薬を飲むと改善します
が、54歳で閉経後は月に2、3回起きるように
なりました。治す方法はないでしょうか。受診
はイ可科がしW、のでしょうか。(55歳、女性)
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